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るショウジョウバエ培養細胞の膜張力は 20～30 pN/m であり、いずれも哺乳類細胞の

















CRISPR/Cas9 システムを用いて Xkr 遺伝子を欠損させた Kc167 細胞株に対し、リン脂
質プローブやリン脂質蛍光アナログを用いて形質膜におけるリン脂質の動態を解析し
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た。さらに、細胞骨格が存在しない巨大な形質膜小胞体である Giant Plasma Membrane 
Vesicles をショウジョウバエ細胞から単離し、 Flicker spectroscopy を用いて膜の変形し
やすさを示す指標である曲げ剛性を解析した。その結果、XKR の欠損によりリン脂質











以外の昆虫種における XKR の比較解析を行った。様々な生物種における XKR のアミ
ノ酸配列の比較を行った結果、脊椎動物の Xkr8 ではいずれも C 末端にカスパーゼの認
識配列が保存されているのに対し、無脊椎動物の Xkr8 ホモログである XKR は N 末端
にカスパーゼの認識配列を有していた。さらに、いくつかの小型昆虫の XKR はショウ
ジョウバエ XKR と同様にカスパーゼ認識配列を有していなかった。そこで、ショウジ
ョウバエと同様の小型昆虫であるヒトスジシマカ Aedes albopictus 由来の培養細胞
C6/36 から XKR ホモログである AaXKR を単離し、その機能を解析した。AaXKR をシ
ョウジョウバエ培養細胞 Kc167 の XKR 欠損株に発現させた結果、変形能の低下が完全








成と変形能を解析した結果、いずれも哺乳類細胞と同様に  PC が最も主要なリン脂質
であったのに対し、膜張力は 26.4～92.0 pN/m であり、いずれも哺乳類細胞と比較し
て高度に変形可能な細胞膜を有していた。次に、DNA の脱メチル化剤である 5-Aza-2’-
deoxycytidine (5-Aza-dC) をコイ科魚類細胞 EPC に添加することで細胞老化を誘導した
結果、EPC 細胞の膜張力は 5-Aza-dC の添加により 2.7 倍に増加し、C20:2 や C20:3 等


























型昆虫の XKR の機能解析により、スクランブラーゼ XKR による細胞の変形能を向上さ
せる機能が小型昆虫種間で保存されている可能性を見い出した。 
4. 淡水魚や海水魚由来の 6 種類の魚類細胞株は、哺乳類の細胞株と比較して膜張力が低
く、高度に変形可能な細胞膜を有していることを見出した。また、DNA 脱メチル化剤に
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